
現行の大阪都市魅力創造戦略について 

◆第3次大阪府文化振興計画〔計画期間：平成25年度～平成27年度〕 
＜基本的な考え方（展開）＞ アーツカウンシルの仕組みを構築し、施策の評価・推進体制を強化。 

＜目指す将来像＞          文化自由都市、大阪  

＜理   念＞ 「社会を支える文化」「都市全体に開かれた文化」「未来へ伝え育む文化」「アーティストが集う都市」 

＜施策の方向＞ 

       Ａ 文化創造の基盤づくり     Ｂ 都市魅力の向上         Ｃ 人と地域のエンパワーメント 

◆大阪の観光戦略〔計画期間：平成24年～平成32年〕 
＜策定の趣旨＞ 
◇大阪の良好なアクセス性や居心地の良さ、関西の豊富な観光資源を活かし、大阪を関西の観光インバウンド 
 拠点とし、海外、とりわけアジアから観光客と投資を大阪に集めます！ 
◇大阪の多様性や意外性など都市魅力に磨きをかけ、滞在魅力を向上させます！ 
◇観光交流による豊かな都市環境づくりで住民生活の質的向上を図ります！ 

    こうした取組みにより、「強い大阪」の実現をめざします！ 
＜戦略の構成＞ 

        
 
海外から大阪へ  
関空ハブ機能強化 
大阪から国内各地へ  
国内各地とタイアップ周遊環境の向上 
民間が儲かる、事業が継続する仕掛けづくり 

大阪都市魅力創造戦略〔計画期間：平成24年度～平成27年度〕 
    世界的な創造都市に向けた観光・国際交流・文化・スポーツの各施策の上位概念となる府市共通の戦略。 

 これら戦略に基づき、「民が主役、行政はサポート役」との基本的な考え方のもと、世界が憧れる都市魅力を 
 創造し、世界中から人、モノ、投資等を呼び込む。 

●都市魅力創造にかかる府市 

 事業の融合・統合 

●府域全体の都市魅力の向上 

世界中から人、モノ、投資等

を呼び込む 

「強い大阪」の実現 

目的 

取
組
み
の
方
向
性 

基本的な考え方 

・民が主役（都市魅力創造を牽引） 

・行政は民間の活動を最大限にサポート（規制緩和、 

 インセンティブ、活躍の場づくり、投資を呼び込む 

 制度設計等） 

・既存の都市魅力資源を最大限活用 

・観光・国際交流・文化・スポーツ各戦略において、 

 ターゲット・目標を明確化し、それを踏まえ、総合 

 的な大阪都市魅力創造戦略の目標を設定 

・民間が稼ぎ、都市魅力創造に再投資する 

 サイクルを創出 

・「グランドデザイン・大阪」との一体的推進 

・実施効果を絶えず検証し、徹底したPDCAを  

 実施 

・文化創造、観光集客、クリエイティブ産業等 

 の産業育成や雇用促進につなげる 

世界の都市間競争に打ち勝つ都市魅力を創造･発信 
～2015年シンボルイヤーに向け、大阪を世界へアピール！～ 

  
具体的な取組み 

府域全体の都市魅力の向上 

  
３つの重点取組（推進体制の構築） 
・水と光のまちづくり推進体制の構築 

・大阪アーツカウンシル（仮称）の設置 

・大阪観光局（仮称）の設立 

重点エリアのマネジメント 
・大阪城・大手前・森之宮地区 

・中之島ミュージアムアイランド構想 

・天王寺・阿倍野地区 

・御堂筋フェスティバルモール化 

・築港・ベイエリア地区 

民間によるシンボルプロジェクト 
・府市が規制緩和・ＰＲ等で支援 

大阪ミュージアム構想の推進 
・住民参加・地域主体のまちの魅力づくりを支援 

・イベントミックスの手法で大阪の魅力を強力に 

    発信 

府域における重点的な取組の推進 
・国際エンターテイメント都市の創出 

・百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録に 

 向けた取組推進 

・クールジャパンフロント構想の推進  等 

2015年シンボルイヤー 大阪市域の新たな魅力スポットとも連携し 
大阪全体の魅力を内外に発信 

府都市魅力創造局と市経済戦略局は連携して、都市魅力創造におけるトータルコーディネート役を担う 

      ●可能な限り、事業執行体制を一元化 

      ●都市魅力資源・施設のトータルマネジメント 

      ●府市の都市魅力施策を牽引 

推進体制 

【観光・国際交流・文化・スポーツの府市戦略の一本化】 

 ◆大阪の国際化戦略〔計画期間：平成23年度～平成27年〕 
 ＜戦略目標＞ 大阪の国際競争力の強化 
  国際的な活力と魅力を持ち、多様な価値を認め合いながら持続的に発展する大阪を実現するために、 
  ●世界・アジアから、多くの人・モノ・資金を呼び込む 
  ●人材・技術の国際競争力を高める 
  ●諸外国都市との相互利益の関係を築く 
 

   ＜施策展開の視点と方向性＞ 
  【視点】        【方向性】 

◆大阪府スポーツ推進計画〔計画期間：平成24年度～平成29年度〕 
＜計画目標＞ 大阪スポーツ王国の創造 
 ◇だれもが「する」「みる」「ささえる」スポーツに参加できる大阪 

 ◇スポーツを通じて健康で明るく活力に満ちた大阪 

 ◇スポーツを通じて都市の魅力を創造し、発信する大阪 

＜２本の柱＞ 

３つの柱 

アクセス性向上の 
仕掛けづくり 

観光振興の 
メインアクション 

オール関西で 
集客促進 

５つの戦術 

他を圧倒する魅力づくりと発信 

地域をあげておもてなし 

強みを活かした集客プロモーション 

 
 
関西観光の戦略的推進 
 関西広域連合による 
 取組み推進 
 
大阪観光局の設置により
強力に事業推進 規制緩和 

集客力 

人材力 

産業・技術力 

物流人流インフラ 

都市の再生 

成長のための５つの源泉 
 (大阪の成長戦略） 

国際競争力強化のための５つの核 
（大阪の国際化戦略） 

国際競争力のある産業・技術 

世界で通用するグローバル人材 

世界の人々を引き寄せる集客機能 

物流人流を促進するインフラ 

海外の企業や人材を受け入れる都市 

選択と集中 
最も必要性の高い施策か？ 
最も成果を出せる施策か？ 

資源の有効活用 
人・資金・ノウハウ・ネットワークなど、
大阪に今ある資源を最大限に有効に活用
できているか？ 

国
際
競
争
力
の
強
化 

 ①大阪の街を使いこなす  ④地域資源を活かした大阪の魅力向上  ⑦あらゆる施策に文化力を活用 

 ②府民の思いを都市づくりに活かす 

 ③府民の力で文化を育てる 

 ⑤大阪固有の文化の継承、新たな文化の創造 

 ⑥エンターテインメントによる都市の活性化 

 ⑧未来を担う次世代の育成 

 ⑨文化振興への府民意識の醸成 

１．ライフステージに応じたスポーツ機会の創造 ２．スポーツの活力を⽣かした都市魅力の創造 

●交流人口・消費額の増加 

●経済の活性化 

●シビックプライド醸成 

資料 ３ 



大阪都市魅力創造戦略についての考え方 

こうした状況も踏まえ、現行の戦略に基づく施策の点検・評価を行いながら、2020年の大阪の成長につながる取組みを戦略的に展開していく必要がある。 

＜平成26年7月7日の府・市・経済界トップの合意事項＞ 

2020年に向けた大阪の都市魅力創造について 

■2015年シンボルイヤーを2020年に向けたキックオフの年に 

● 「大阪都市魅力創造戦略」における「民間が主役、行政はサポート役」との基本理念に  

 基づき、これまで取り組んできた都市魅力創造施策を結集し、2015年は都市魅力創造 

 戦略の計画期間最終年度にふさわしい取組みを実施する。  

● 実施にあたっては、行政、民間、府民・市民が一体となって、外国の人々からも魅力を  

 感じてもらえるよう府域全体での事業展開を行い、大阪の都市魅力を高める。  

● さらに、オリンピック・パラリンピックが東京で開催される2020年は、日本が世界から注目  

 され、大阪にとっても国際社会の中でのプレゼンスを高める好機である。  

   このため、2015年を2020年に向けたキックオフの年としても位置づけ、2020年の大阪 

 の都市魅力創造を意識した機運の醸成を図る絶好の機会と捉えて、大阪府･大阪市・府  

 内市町村・経済界が連携して、府域全体で、府民･市民の参加のもと、2020年につながる 

 様々な事業を企画･検討し、実施していく。  

 

   ・2015年シンボルイヤー：平成27年4月1日～平成28年3月31日 

訪日外国人観光客 
1036万人 

訪日外国人観光客 
2000万人の高みへ 
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 2016年 リオデジャネイロオリンピック 

 2017年 百舌鳥･古市古墳群世界遺産 

       登録（目標） 

 2019年 ラグビーワールドカップ 

東京オリンピックの効果を日本全国に波及 
させるよう、日本の伝統や文化芸術活動の
特性を生かした文化プログラムを提供 

〔観光庁・文化庁〕 
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■2020年に向けた検討及び取組みの方向 

来阪外国人観光客 
262万人 

来阪外国人観光客 
650万人目標 

2016年秋～ カルチュラル・オリンピアード 

2015年シンボルイヤーのムーブメントを継承･発展し 

2020年に向け、大阪府･大阪市・府内市町村・経済界が連携 

 
都市魅力の創造と内外からの集客を戦略的に展開 

＜国における動き＞ 

□経済財政運営と改革の基本方針2014＜骨太の方針（抜粋）＞ 

◇スポーツ・文化芸術の振興 

・スポーツ立国を目指し、国際競技力の向上、生涯スポーツ社会の実現、スポーツによる健康づくり等 

 を推進するとともに、スポーツ庁の設置など行政組織あり方について政府の行政改革の基本方針との 

 整合に配慮した検討を行う。 

・文化芸術立国を目指し、地方公共団体や民間団体等、文化芸術の振興に取り組む様々な主体 

 との適切な連携の下、観光等他の分野との協働や産業振興等の視点も踏まえつつ、「日本遺産

（Japan Heritage)」など魅力ある日本文化発信、子どもの文化芸術体験機会の確保、国立文化 

 施設の機能強化、文化芸術の担い手の育成、文化財の保存・活用・継承等に取り組む。 

◇外へのグローバル化 

・クールジャパン（日本食・日本産酒類、コンテンツの輸出や文化の創造・発信等）を促進する。 

◇内なるグローバル化 

・優秀な研究者など外国の高度人材や留学生等が活躍しやすい環境を整備する。 

◇2020年オリンピック・パラリンピック東京大会等の開催に向けた取組 

・東京大会等に向けて、国内外へのオリンピックムーブメントの推進を通じた国際貢献や寄附の促進、 

 障害者スポーツの推進、文化プログラムの実施に向けて全国の自治体等と連携した取組を行う。 

・観光資源の掘り起こしや、日本ブランドを活かした海外発信等の取組を加速し、2020年向けて、 

 訪日外国人旅行者数2,000万人の高みを目指す。 

◇観光・交流等による都市・地域再生、地方分権、集約・活性化 

（地域活性化） 

・地域の発意を活かした魅力ある地域づくりを進めることで、地域産業を活性化し、地域経済での好循  

 環の実現を図る。 

・地域経済において観光分野は成長可能性が高い分野であり、需要面と供給面の双方向から取組を 

 進める。 

・「休み方」の改革について検討を進め、有給休暇を活用した秋の連休の大型化等を促進する。 

・本年6月に決定した「観光立国実現に向けたアクション・プログラム2014」を着実に実施する。 

・地域の課題解決や活性化の重要な担い手であるNPOやソーシャルビジネス等の育成などを通じて、 

 活力あふれる共助社会づくりを推進するとともに、共助の活動を資金面から支えるよう、関係府省が 

 連携して寄附文化の醸成を推進していく。 

（長期的な観点からの取組） 

・地域は、民間資金、ノウハウ等を大胆に導入し、景観や歴史文化といった地域資源を活用し、人や 

 情報の交流・連携による広域ネットワークを活かした取組を通じて、地域に働く場所を創出する「個性 

 を活かした地域戦略」を推進する。 

・若者等が地域で活躍を続ける社会を形成し、大都市圏から地方への人の流れを創出する。 


